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Ⅰ．問題と目的

　近年，発達障害者の就労状況を概観した研究か
ら，発達障害者の雇用環境に厳しさがあることを示
唆する結果が示されている。全国の発達障害者支
援センター，相談機関，就労支援機関等を利用し
ている発達障害者を対象にした調査（小川，2006，
2007）によれば，18歳以上の発達障害者の就労率が
４割弱に上っている一方，その内訳をみると非正規
雇用の割合が高く，賃金も低いケースが多いという
指摘がなされている。さらに，雇用の定着という観
点でも，一般事業所等で勤続年数が３年未満である
18歳以上の発達障害者が６割強という状況を指摘す
る研究もある（全国LD親の会，2011）。この様な状

況が生じる理由として小川・柴田・松尾（2006）は，
一つには興味や経験が限定されていることから，現
実的な職業意識や職業イメージの形成が困難な上，
就職活動で必要となる具体的なスキルに未熟さが
あったり，支援者の関与が低いことで職業選択のミ
スマッチを招いたりするといったことを指摘してい
る。この前提について知念・田中（2010，2011）は，
本人の発達障害に対する理解の不足や，それに伴っ
て就労支援を提供する際に生じる本人・保護者との
協力関係構築の困難さを指摘している。これらの状
況を改善し，発達障害者が安定した就労生活を実現
するためには，学校卒業後の社会生活を過ごす上で
必要な知識や経験を得る機会が重要となる。より具
体的には，在学中から生徒の特性を的確に理解でき
る指導体制，職業適応・職場適応の視点から行う生
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徒の特性の評価，本人や保護者の受け止めを可能と
する系統的・継続的・組織的な指導並びに相談体制

（與那嶺・宇野・向後・稲田・新堀，2008）を整え，
卒業後の移行支援につなげる必要がある。
　この様な観点から，高等学校段階において発達障
害のある生徒に対する効果的な職業教育の計画，実
施を考えてみると，これまでに蓄積されてきた実践
研究の知見を活用することが考えられる。しかしな
がら，この点に関して，発達障害者の就労支援をレ
ビューした研究において若林（2009）は，支援事例
やプログラムの紹介，就労実態に関する調査，制度
や専門家等による意見陳述に関する論文が中心で，
研究仮説を明確にし，内的妥当性や外的妥当性等を
考慮した上で，直接的に支援方法の有効性を検討し
た研究はあまり見受けられない状況にあることを指
摘している。このことから，高等学校段階において
効果的な職業教育を計画，実施する際にも，参照可
能な先行研究の蓄積と整理自体が少ないことが考え
られる。
　しかし，社会や職業で求められる資質・能力の育
成という観点から，高等学校段階の発達障害のある
生徒に対して社会との接続を意識させ，一人一人の
社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力
や態度を育み，キャリア発達を促すことの重要性が
指摘されている（中央教育審議会初等中等教育分科
会教育課程企画特別部会，2015）。特に，学校から
社会・職業への移行の準備段階として高等学校段階
が位置づくことを踏まえると，学校教育において身
に付けさせるべき知識・技能を見定めつつ，社会
人・職業人としての能力や態度の育成とともに，体
験的な学習の機会を設けることが必要といわれてい
る（中央教育審議会，2011）。学校から社会への円
滑な移行を図るためのキャリア教育の推進ととも
に，地域や学校の実態，生徒の特性や進路等を考慮
しつつ，職業教育を進める必要性も指摘されている

（中央教育審議会初等中等教育分科会高等学校部会，
2014）。これらを踏まえた職業教育の具現化は，発
達障害のある生徒自身が自らの特性に対する的確な
理解や，就労に対する具体的なイメージやスキルの
獲得を促進する指導の実践につながるといえよう。
　そこで本研究では，我が国の高等学校段階の発達

障害者に適用可能な職業教育の実践の中から，これ
までの研究の成果や課題を明らかにすることを目的
に，文献のレビューを行うこととした。この目的に
沿って、数的には限りがあるものの，実践を実証的
に研究した国内の研究を取り上げることとした。

Ⅱ．方法

１．分析対象となる研究論文抽出の基準
　本研究では，職業教育の実践に関する研究上の課
題を扱うために，国内の障害児者の教育や臨床を扱
う学術誌から研究論文を抽出することとした。ま
た，研究の内容的妥当性を担保するために，査読付
き学術誌の研究論文から発達障害児者の研究論文を
掲載している「特殊教育学研究」「LD研究」「発達
障害研究」「自閉症スペクトラム研究」「行動療法研
究」「行動分析学研究」「教育心理学研究」「発達心
理学研究」の8誌を分析の対象とした。
　論文抽出を行うに当たっては，高等学校段階にお
ける発達障害生徒の職業教育の実践に具体的な示唆
が得られるよう，研究仮説が明確で，直接的に支援
方法の有効性を検討した論文に絞って取り上げるこ
ととした。論文の内容整理の観点については，これ
まで発達障害者の就労や社会適応にかかわる課題や
効果的な介入手法を扱ったレビュー研究（Palmen, 
Didden, Lang, 2012；若林，2009）において，所属，
特性といった研究参加者の属性，就労上の課題と
なっている研究参加者の行動（標的行動）並びに支
援に用いられた手だて（独立変数），手だての効果
を検証する方法，及びその結果（従属変数），といっ
た観点が扱われていた。本研究においても，これら
の先行研究の観点を参考にして各論文の内容を整理
することとした。
　研究参加者の属性としては，「精神障害」を含ん
だ「発達障害」の診断があるか，あるいはその「疑
い」のある，「高等学校」に在籍する生徒を取り上
げた論文を抽出した。ただし，先述の通りこの領
域の実践研究の蓄積に課題があるという指摘（若
林，2009）から，抽出される論文の数が少ないこと
が考えられた。そこで，高等学校卒業後の段階とし
て「大学・専門学校」の学生や「社会人」で実施さ
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れる就労支援に関する論文も加えることとした。ま
た，高等学校段階には知的障害のある生徒の在籍も
把握されていること（古川・内藤・松島，2009；田
部・高橋，2010）を踏まえ，特別支援学校高等部を
含めて「知的障害」のある生徒を取り上げた論文も
加えることとした。
　研究参加者の課題については，特定の専門的な知
識・技能の育成とともに，多様な職業に対応し得
る，社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる
能力や態度の育成が重要となる（中央教育審議会, 
2011）。そこで，本研究では「就労」を含む「社会
生活」での適応に必要となるスキルの習得，維持，
般化に焦点化したものとし，「インターンシップ」，

「訓練」，「SST」，といった活動を通して研究参加者
の変容を扱った論文を抽出することとした。
　検証の方法は，本文中に指導の枠組みや手だて，
その効果を論証するための方法，及び結果が示され
た論文を抽出することとした。

２．抽出の手続き
　抽出は筆者の手作業により行った。先に挙げた
８誌のタイトル，サブタイトル並びに抄録を参照
し，先述の観点のうち研究参加者の属性・課題に関
して示したキーワードを含んだ論文を抽出した。次
いで，この中から実際に研究参加者の変容を扱った
研究で，本文中に指導の枠組みや手だて，及びその
効果を検証するための方法と結果が示されているか
どうかを確認し，該当した論文を分析の対象とし
た。一方，確認の過程において，高等学校段階に満
たない生徒を対象とした論文（例えば渡部，2002），
この研究領域の展望を示した論文（例えば若林，
2009），調査を扱った論文（例えば上岡，2001），実

践は扱っているものの指導・支援の目標やそれに伴
う対象者の変容の扱いがなく取組の報告を主たる内
容としている論文（例えば柴田，2012），といった
ものは，分析の対象から除くこととした。
　抽出した論文が，研究参加者の変容を扱ったもの
か，効果を検証するための方法と結果が示されてい
たか，については，著者以外の特別支援教育を専門
とする研究者に評価を依頼し，いずれの論文も規準
を満たしていることを確認した。

３．内容の整理
　抽出論文は，３つの観点に沿って整理した。特
に，研究参加者の属性については，所属，特性，参
加人数を示すこととした。研究参加者の課題につい
ては，指導内容（標的行動），指導の枠組みや手だ
て（独立変数）と評価（従属変数）の概要を示すこ
ととした。また，効果的な指導・支援の前提には，
研究参加者の主体的な参加態度の形成も重要な要因
となり得ることから，実践への参加に当たっての配
慮が示されている論文については，その内容を抽出
し，記述することとした。

Ⅲ．結果及び考察

１．抽出論文の公刊年代
　はじめに，各雑誌のタイトル，サブタイトル並び
に抄録を参照し，３つの観点と関連するキーワード
を含んだ論文を抽出した。その結果，1970年代初頭
から2016年現在で96の論文が公刊されていた。この
中から内容を精査し，研究参加者の変容を扱った研
究で，本文中に指導の枠組みや手だて，及びその効
果を検証するための方法と結果が示されていると判

表１　各誌の公刊年代

タイトル 1996-2000年 2001-2005年 2006-2010年 2011-2015年 合　　計

特殊教育学研究 1 3 2 3 9
ＬＤ研究 1 2 3
発達障害研究 1 1
自閉症スペクトラム研究 3 3
行動療法研究 1 1 2

合計 2 3 4 9 18
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り
返

り
が

で
き

始
め

た
。

３

朝
日

　
華

子
20

15
定

時
制

単
位

制
高

校
２

年
生

対
人

関
係

や
言

語
・

認
知

の
発

達
に

課
題

の
あ

る
生

徒

男
４

担
任

の
個

別
面

接
に

よ
り

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

説
明

と
参

加
意

思
の

確
認

が
行

わ
れ

た
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
実

施
前

に
は

、
SS

W
も

個
人

面
接

を
行

っ
た

。

履
歴

書
作

成
、

交
通

手
段

の
確

認
、

求
人

情
報

の
確

認
、

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

（
面

接
の

電
話

予
約

、面
接

）、
短

期
ア

ル
バ

イ
ト

（
郵

便
局

、
鮮

魚
店

）
申

込
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
映

画
館

内
の

清
掃

や
ポ

イ
ン

ト
カ

ー
ド

ス
タ

ン
プ

等
の

軽
作

業
、

老
人

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

、
種

苗
会

社
）、

振
り

返
り

毎
週

木
曜

日
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
（

高
２

は
就

労
の

イ
メ

ー
ジ

獲
得

の
た

め
の

、
高

３
は

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
む

け
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
と

し
て

）、
タ

イ
ム

テ
ー

ブ
ル

の
提

示
、

参
加

者
の

近
況

報
告

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
向

上
の

た
め

の
エ

ク
サ

サ
イ

ズ
・

ア
イ

ス
ブ

レ
ー

キ
ン

グ
、

ワ
ー

ク
の

実
施

、
ワ

ー
ク

の
振

り
返

り
、

次
回

予
定

の
確

認
。

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
実

現
へ

の
８

つ
の

指
標

（
メ

ン
バ

ー
間

の
共

感
性

、
そ

れ
ぞ

れ
の

自
己

実
現

性
、

主
体

的
に

参
加

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
の

当
事

者
性

、
平

等
性

、
ワ

ー
ク

が
ワ

ン
パ

タ
ー

ン
に

な
ら

な
い

た
め

の
戦

略
の

多
様

性
、

参
加

者
が

安
定

し
て

継
続

で
き

て
い

る
か

ど
う

か
の

継
続

性
、

参
加

者
や

環
境

が
変

わ
っ

て
も

活
用

で
き

る
か

ど
う

か
の

適
応

性
）

の
確

認
。

当
事

者
主

体
の

ワ
ー

ク
と

す
る

こ
と

で
、

主
体

的
な

参
加

を
促

進
。

自
己

理
解

、
相

互
理

解
の

深
化

に
よ

っ
て

自
分

自
身

の
問

題
と

し
て

受
け

入
れ

、
仲

間
と

と
も

に
勤

労
観

・
就

労
観

を
身

に
つ

け
る

と
い

う
目

標
が

確
認

さ
れ

た
。

仲
間

と
の

活
動

を
通

し
て

グ
ル

ー
プ

の
課

題
が

共
有

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
発

達
に

対
す

る
支

援
の

有
効

性
が

示
さ

れ
た

。
こ

れ
ら

の
取

組
は

、
地

域
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

、
本

人
の

進
路

選
択

の
広

が
り

に
も

影
響

を
与

え
た

。

４

宮
崎

　
光

明
福

永
　

　
顕

宮
崎

　
美

江
井

上
　

雅
彦

20
14

専
門

学
生

広
汎

性
発

達
障

害
男

１
参

加
者

の
興

味
、

課
題

に
関

す
る

保
護

者
か

ら
の

聞
き

取
り

、
参

加
者

本
人

へ
の

参
加

確
認

。

情
報

検
索

・
利

用
ス

キ
ル

、
移

動
ス

キ
ル

、
家

事
・

身
辺

自
立

ス
キ

ル
、

対
人

関
係

ス
キ

ル
、

金
銭

管
理

ス
キ

ル
、

危
機

回
避

ス
キ

ル
、

探
索

ス
キ

ル
、

施
設

利
用

ス
キ

ル
、

時
間

管
理

ス
キ

ル

大
学

内
の

生
活

訓
練

室
及

び
そ

の
周

辺
、

市
街

地
に

て
泊

を
伴

い
２

回
実

施
。

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
と

課
題

内
容

を
設

定
後

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

実
施

（
１

課
題

ご
と

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

と
遂

行
状

況
に

応
じ

た
ポ

イ
ン

ト
付

与
、

１
日

終
了

後
と

の
反

省
）、

実
施

後
の

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

改
善

点
の

話
し

合
い

）、
評

価
会

、
家

庭
で

の
取

組
、

全
31

課
題

を
適

宜
フ

ァ
イ

ル
に

綴
じ

る
、

移
動

、
身

辺
ス

キ
ル

の
一

部
で

は
制

限
時

間
を

設
定

。

特
性

的
自

己
効

力
感

尺
度

、
状

態
・

特
性

不
安

検
査

（
ST

A
I）

の
状

態
不

安
を

、
事

前
事

後
に

実
施

。

情
報

検
索

・
利

用
ス

キ
ル

、
移

動
ス

キ
ル

、
対

人
関

係
ス

キ
ル

、
金

銭
管

理
ス

キ
ル

は
２

回
目

で
ポ

イ
ン

ト
が

上
昇

、
探

索
ス

キ
ル

、
施

設
利

用
ス

キ
ル

、
時

間
管

理
ス

キ
ル

は
、

１
回

目
、

２
回

目
と

も
に

10
0％

の
遂

行
。

特
性

的
自

己
効

力
感

尺
度

の
得

点
は

１
回

目
前

後
、

２
回

目
前

後
と

得
点

が
漸

増
。

ST
A

Iは
と

も
に

低
不

安
と

判
断

さ
れ

た
。

事
後

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、”

経
験

を
自

立
に

活
か

し
た

い
”

と
の

こ
と

。
保

護
者

も
”

成
功

体
験

を
も

た
せ

な
が

ら
、

生
活

ス
キ

ル
を

高
め

る
こ

と
が

大
切

”と
コ

メ
ン

ト
。ト

レ
ー

ニ
ン

グ
後

に
は

、
待

ち
合

わ
せ

、
買

い
物

、
ホ

テ
ル

の
予

約
、

海
外

旅
行

な
ど

を
行

っ
て

い
た

。

５

山
本

　
真

也
香

美
　

裕
子

小
椋

　
瑞

恵
井

澤
　

信
三

20
13

19
～

27
歳

（
４

名
）

高
機

能
広

汎
性

発
達

障
害

男
４

－
「

入
退

室
時

の
挨

拶
」「

メ
モ

」「
感

謝
」「

断
る

」「
姿

勢
を

正
し

て
聞

く
」「

質
問

す
る

」「
客

を
案

内
す

る
」

と
い

っ
た

ス
キ

ル

コ
ネ

ク
タ

組
立

作
業

を
設

定
。

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

期
に

続
き

、
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
訓

練
期

で
は

、
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
作

業
に

続
き

、
ス

タ
ッ

フ
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
が

あ
っ

た
。

続
く

訓
練

期
に

は
、

１
セ

ッ
シ

ョ
ン

内
に

SS
T

と
シ

ュ
ミ

レ
ー

シ
ョ

ン
訓

練
が

組
み

合
わ

さ
れ

て
実

施
。

標
的

行
動

の
自

発
機

会
を

５
回

以
上

、
か

つ
ア

ト
ラ

ン
ダ

ム
に

設
定

。
自

発
機

会
の

内
容

は
、

モ
デ

ル
学

習
を

し
な

い
よ

う
に

対
象

者
ご

と
に

別
の

も
の

と
し

た
。

４
事

例
の

課
題

間
多

層
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
を

組
み

、
各

標
的

行
動

の
評

価
得

点
を

従
属

変
数

と
し

て
検

証
し

た
。

SS
T

を
組

み
合

わ
せ

た
介

入
の

実
施

後
に

評
価

得
点

が
急

上
昇

し
た

が
、

対
象

者
に

よ
っ

て
得

点
が

安
定

し
な

い
行

動
が

あ
っ

た
。

６

池
田

　
浩

之
森

下
　

祐
子

茂
木

　
省

太
中

井
　

嘉
子

井
澤

　
信

三

20
12

10
～

40
代

精
神

障
害

者
男

10
女

４
－

心
理

教
育

、「
聞

く
」「

話
し

か
け

る
」「

報
告

す
る

」「
断

る
」

と
い

っ
た

ス
キ

ル
、

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
面

接
練

習
な

ど

開
始

後
15

分
間

の
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

の
後

、
前

半
は

主
に

心
理

教
育

、
後

半
は

主
に

SS
T

を
実

施
。

そ
の

他
、問

題
解

決
訓

練
、

ス
ト

レ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
O

JT
の

構
成

要
素

も
盛

り
込

む
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

始
前

、
終

了
後

、
終

了
６

か
月

後
の

３
回

に
GH

Q
30

、
K

IS
S1

8、
特

性
的

自
己

効
力

感
尺

度
、

就
労

準
備

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

用
い

た
。

GH
Q

は
６

か
月

後
の

得
点

で
減

少
、

就
労

準
備

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
と

特
性

的
自

己
効

力
感

尺
度

で
は

得
点

の
増

加
が

み
ら

れ
た

。

７

清
水

　
　

博
片

柳
　

優
美

梅
永

　
雄

二

20
12

知
的

障
害

特
別

支
援

学
校

高
等

部
３

年
生

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
男

１
－

パ
ソ

コ
ン

で
の

デ
ー

タ
入

力
、

封
入

作
業

、
休

憩
時

間
の

過
ご

し
方

（
描

画
、

読
書

、
会

話
）、

作
業

の
報

告
、

質
問

、
切

手
貼

り
、

入
力

作
業

T
T

A
P

フ
ォ

ー
マ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
及

び
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
実

施
。

人
材

派
遣

会
社

に
て

パ
ソ

コ
ン

入
力

業
務

、
文

書
処

理
、

再
生

紙
準

備
等

の
実

習
が

行
わ

れ
た

。
指

示
確

認
リ

ス
ト

等
、

課
題

に
応

じ
た

手
だ

て
が

講
じ

ら
れ

た
。

T
T

A
P

の
D

A
C

（
D

a
i

l
y 

A
cc

om
pl

ish
m

en
t 

Ch
ar

t; 
毎

日
の

達
成

チ
ャ

ー
ト

）
の

記
録

を
用

い
た

。

作
業

能
力

は
「

合
格

」、「
対

人
行

動
」

で
は

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

に
お

い
て

、
デ

ー
タ

入
力

の
際

に
途

中
で

持
ち

場
を

離
れ

る
と

き
の

対
応

、
退

勤
時

の
挨

拶
、

昼
食

時
の

休
憩

時
間

の
過

ご
し

方
等

で
課

題
が

あ
っ

た
。

８

多
田

　
裕

夫
20

12
就

労
支

援
を

受
け

る
19

歳
知

的
障

害
を

伴
う

自
閉

症
男

１
－

日
常

生
活

訓
練

、
一

般
教

養
、

健
康

安
全

ス
ポ

ー
ツ

、
社

会
生

活
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

職
業

訓
練

基
礎

、
職

業
訓

練
演

習
、

専
門

職
業

訓
練

実
習

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
を

用
い

て
実

態
を

把
握

。
実

社
会

で
の

活
動

を
課

題
分

析
し

、
そ

の
手

順
に

従
っ

た
作

業
課

題
を

設
定

。
従

事
に

際
し

て
、

強
化

子
提

示
、

シ
ェ

イ
ピ

ン
グ

、
プ

ロ
ン

プ
ト

、チ
ェ

イ
ニ

ン
グ

を
指

導
に

導
入

。
課

題
の

理
解

促
進

の
た

め
に

指
示

の
内

容
を

行
動

で
示

し
た

。不
適

切
行

動
に

対
し

て
は

、
機

能
的

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
枠

組
み

か
ら

考
え

ら
れ

た
支

援
を

実
施

。

社
会

的
自

立
及

び
就

労
に

関
す

る
指

導
領

域
を

８
領

域
設

定
し

、
実

習
前

後
で

評
価

。
定

義
さ

れ
た

不
適

切
行

動
が

観
察

さ
れ

、
そ

の
頻

度
が

記
録

さ
れ

た
。

全
領

域
で

の
得

点
の

向
上

。
不

適
切

行
動

の
頻

度
も

低
減

。
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№

著
者

年
参

加
者

の
所

属
参

加
者

の
特

性
人

数
参

加
に

当
た

っ
て

の
配

慮
指

導
内

容
（

標
的

行
動

）
指

導
の

枠
組

み
や

手
だ

て
（

独
立

変
数

）
検

証
方

法
評

価
（

従
属

変
数

）

９

石
津

　
　

宣
井

澤
　

信
三

20
11

知
的

障
害

特
別

支
援

学
校

高
等

部
２

年
生

ダ
ウ

ン
症

を
含

む
知

的
障

害
19

広
汎

性
発

達
障

害
及

び
自

閉
症

10

男
23

女
６

－
「

あ
い

さ
つ

」「
あ

や
ま

る
」「

感
謝

す
る

」「
ヘ

ル
プ

を
求

め
る

」、
ス

ト
レ

ス
へ

の
対

処
、

問
題

解
決

ス
キ

ル

テ
ー

マ
・

目
的

の
説

明
、

モ
デ

ル
の

提
示

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
、

ま
と

め
の

順
に

指
導

。

担
当

教
師

11
名

を
対

象
に

，
授

業
実

践
前

後
に

指
導

の
た

め
の

ソ
ー

シ
ャ

ル
ス

キ
ル

尺
度

、
就

労
ス

キ
ル

尺
度

を
実

施
。

授
業

終
了

後
に

は
、担

当
教

員
に

対
し

て
授

業
の

効
果

、
評

価
を

尋
ね

た
。

「
対

人
マ

ナ
ー

」「
感

情
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

」
「

仲
間

関
係

の
開

始
」「

働
く

場
で

の
対

人
関

係
」

に
お

け
る

全
体

の
得

点
上

昇
。

知
的

と
自

閉
の

比
較

で
は

、
6

カ
テ

ゴ
リ

の
得

点
上

昇
を

知
的

が
示

し
た

の
に

対
し

、
自

閉
は

３
カ

テ
ゴ

リ
の

上
昇

に
と

ど
ま

っ
た

。

10

樋
口

　
陽

子
納

富
　

恵
子

20
10

知
的

障
害

特
別

支
援

学
校

高
等

部
（

４
名

）

自
閉

症
圏

４ 性
別

不
詳

-
パ

ッ
キ

ン
グ

、
箱

折
、

清
掃

な
ど

の
作

業
、

及
び

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

生
活

の
ス

キ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
指

導
計

画
の

立
案

、
必

要
な

指
導

内
容

と
教

育
課

程
の

検
討

か
ら

、「
進

路
に

関
す

る
学

習
」

を
特

設
。

就
労

に
必

要
な

ス
キ

ル
、

マ
ナ

ー
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

社
会

性
の

課
題

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
ん

だ
。

グ
ル

ー
プ

は
、

実
態

に
応

じ
て

就
労

（
清

掃
等

の
仕

事
）

と
社

会
生

活
（

仕
事

と
余

暇
）

の
２

グ
ル

ー
プ

に
分

け
、

場
面

設
定

、ロ
ー

ル
プ

レ
イ

、ビ
デ

オ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
相

互
評

価
を

実
施

。
実

習
で

は
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

を
行

っ
た

生
徒

も
。

卒
後

の
職

場
訪

問
、

月
１

回
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
講

座
、

３
か

月
に

１
回

の
余

暇
活

動
も

実
施

。

３
年

前
期

（
６

月
）

と
最

後
（

10
月

ま
た

は
２

月
）

の
自

習
先

企
業

担
当

者
か

ら
の

評
価

（
作

業
態

度
等

、
作

業
の

理
解

等
、

生
活

の
態

度
・

技
能

等
の

３
領

域
14

項
目

の
３

段
階

評
価

、
及

び
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

社
会

ス
キ

ル
、

就
労

意
欲

や
勤

労
の

意
味

理
解

が
向

上
し

た
。

企
業

担
当

者
か

ら
の

評
価

も
得

た
。

事
例

中
３

名
は

、
１

年
後

も
雇

用
を

継
続

。

11
栗

原
　

　
久

20
07

就
労

支
援

を
受

け
る

成
年

聴
覚

障
害

２
身

体
障

害
１

知
的

障
害

17

男
13

女
７

-
ち

ら
し

折
り

、
接

客
、

清
掃

な
ど

の
作

業
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
の

就
労

に
必

要
な

ス
キ

ル

IC
F

の
環

境
因

子
コ

ー
ド

か
ら

支
援

に
結

び
つ

く
該

当
項

目
を

抽
出

し
、

そ
の

内
容

に
沿

っ
て

、
手

が
か

り
や

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

得
や

す
い

環
境

を
設

定
。

一
連

の
指

導
に

関
す

る
質

的
な

記
述

各
事

例
の

有
効

性
が

示
さ

れ
て

い
た

12

小
川

　
　

浩
柴

田
　

珠
里

松
雄

　
江

奈

20
06

大
学

生
高

機
能

広
汎

性
発

達
障

害
男

２
家

族
か

ら
の

聞
き

と
り

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
利

用
に

関
す

る
情

報
提

供
、

本
人

の
課

題
理

解
の

た
め

の
説

明
、

相
談

所
で

の
判

定
。

清
掃

作
業

作
業

能
力

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
の

評
価

、
適

正
の

あ
る

職
種

（
清

掃
）

で
の

研
修

、
研

修
先

へ
の

情
報

提
供

、
こ

れ
ま

で
の

課
題

と
障

害
特

性
と

の
関

連
の

捉
え

直
し

、
情

報
提

供
、

ジ
ョ

ブ
コ

ー
チ

の
支

援
。

一
連

の
指

導
に

関
す

る
質

的
な

記
述

A
は

、作
業

容
量

は
徐

々
に

効
率

的
に

な
り

、
ア

ル
バ

イ
ト

と
し

て
採

用
さ

れ
る

よ
う

に
ま

で
な

っ
た

。
B

は
、

障
害

者
求

人
で

の
採

用
を

果
た

し
た

。

13

近
藤

　
隆

司
光

真
坊

浩
史

20
06

通
信

制
高

校
２

年
生

A
D

H
D

男
１

-
あ

い
さ

つ
、身

だ
し

な
み

、時
間

遵
守

と
い

っ
た

日
常

生
活

ス
キ

ル
、

酪
農

、
焼

き
菓

子
製

造
、

職
業

開
発

校
で

の
訓

練

日
常

生
活

場
面

で
の

指
導

に
は

、
自

己
評

価
の

た
め

の
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

を
渡

し
、

記
入

を
習

慣
づ

け
た

。
加

え
て

、「
職

業
学

習
」

で
の

指
導

、
保

護
者

と
の

連
携

、
障

害
者

職
業

セ
ン

タ
ー

及
び

職
業

準
備

訓
練

の
利

用
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

が
実

施
さ

れ
た

。

一
連

の
指

導
に

関
す

る
質

的
な

記
述

①
特

別
な

教
育

課
程

を
編

成
し

、
個

別
に

対
応

で
き

る
時

間
を

増
や

し
。

自
己

の
再

認
識

を
促

進
し

た
。

②
酪

農
家

、
作

業
所

（
パ

ン
工

房
）

で
熱

心
に

働
く

姿
が

み
ら

れ
た

。
③

障
害

者
職

業
セ

ン
タ

ー
の

利
用

や
療

育
手

帳
の

取
得

に
対

す
る

理
解

を
本

人
、

父
母

か
ら

得
た

。④
障

害
者

職
業

能
力

開
発

校
に

通
い

、
8

か
月

後
に

運
送

業
に

就
労

、
半

年
後

も
雇

用
は

継
続

さ
れ

た
。

14

高
畑

　
庄

蔵
20

04
知

的
障

害
特

別
支

援
学

校
高

等
部

１
年

生

重
度

知
的

障
害

を
伴

う
自

閉
症

男
１

-
箱

折
り

、
Ｓ

字
フ

ッ
ク

数
え

、
お

む
つ

た
た

み
、

プ
リ

ン
ト

ご
っ

こ
で

の
印

刷
な

ど
エ

コ
ラ

リ
ア

、
大

声
、

飛
び

出
し

と
い

っ
た

行
動

の
機

能
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

。
行

動
上

回
避

機
能

が
推

定
さ

れ
た

こ
と

に
基

づ
き

、
Ⅰ

期
で

は
支

援
ツ

ー
ル

「
タ

イ
マ

ー
ツ

ー
ル

」
を

適
用

し
た

介
入

、
集

中
指

導
、

Ⅱ
期

で
は

作
業

工
程

の
順

番
の

自
己

教
示

、
Ⅲ

期
で

は
カ

ウ
ン

タ
ー

で
の

実
行

状
況

の
モ

ニ
タ

、
ト

ー
ク

ン
の

導
入

を
行

っ
た

。

各
期

の
標

的
行

動
の

生
起

数
を

カ
ウ

ン
ト

、
保

護
者

、
実

習
先

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
。

タ
イ

マ
ー

ツ
ー

ル
の

導
入

と
共

に
段

階
的

に
不

適
切

行
動

が
減

少
。

Ⅱ
期

で
は

エ
コ

ラ
リ

ア
等

の
行

動
も

減
少

、
Ⅲ

期
で

ト
ー

ク
ン

等
が

導
入

さ
れ

る
こ

と
で

、飛
び

出
し

も
減

少
。

実
習

中
も

ツ
ー

ル
を

適
用

し
、

作
業

に
従

事
で

き
た

。
保

護
者

、
実

習
先

か
ら

の
評

価
も

得
た

。

15

高
畑

　
庄

蔵
牧

野
　

正
人

20
04

知
的

障
害

養
護

学
校

高
等

部
３

年
生

重
度

知
的

障
害

を
伴

う
自

閉
症

男
１

-
お

む
つ

た
た

た
み

作
業

、
時

間
内

の
お

む
つ

搬
出

、
搬

入
支

援
ツ

ー
ル

「
タ

イ
マ

ー
ツ

ー
ル

」
を

適
用

し
た

介
入

を
実

施
。

Ⅰ
期

に
は

移
行

会
議

、
Ⅱ

期
に

は
作

業
量

の
調

整
、

Ⅲ
期

に
は

課
題

分
析

、自
己

教
示

、搬
入

口
の

目
印

、サ
ポ

ー
ト

ブ
ッ

ク
を

工
場

長
に

渡
し

た
。

各
期

の
標

的
行

動
の

生
起

数
を

カ
ウ

ン
ト

、
保

護
者

、
実

習
先

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
。

ツ
ー

ル
の

使
用

に
よ

る
安

定
し

た
作

業
、

不
適

応
行

動
の

表
出

の
抑

制
が

実
現

し
た

。
一

方
で

、
そ

の
成

果
は

評
価

さ
れ

ず
、

一
般

就
労

の
実

現
と

は
な

ら
な

か
っ

た
。

16

高
畑

　
庄

蔵
武

蔵
　

博
文

20
02

知
的

障
害

特
別

支
援

学
校

高
等

部
３

年
生

中
度

知
的

障
害

男
１

-
乾

燥
機

操
作

、
コ

ン
ベ

ア
ー

操
作

一
人

で
の

作
業

遂
行

を
標

的
に

、
第

１
期

は
乾

燥
機

操
作

の
業

務
分

析
、

支
援

ツ
ー

ル
の

導
入

、
集

中
指

導
、

第
２

期
は

コ
ン

ベ
ア

ー
操

作
の

業
務

分
析

、
支

援
ツ

ー
ル

の
導

入
、

集
中

指
導

、
第

３
期

は
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

っ
た

。支
援

ツ
ー

ル
は「

業
務

遂
行

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
」、

手
順

や
安

全
エ

リ
ア

を
示

す
「

カ
ラ

ー
テ

ー
プ

」、「
キ

ッ
チ

ン
タ

イ
マ

ー
」。

課
題

の
遂

行
率

を
継

次
的

に
グ

ラ
フ

化
。

ま
た

、
実

習
先

、
保

護
者

か
ら

も
ア

ン
ケ

ー
ト

を
聴

取
。

集
中

指
導

と
ツ

ー
ル

の
活

用
に

よ
り

習
得

し
た

作
業

は
、卒

業
後

も
維

持
さ

れ
た

。
目

標
、

支
援

ツ
ー

ル
、

効
果

に
つ

い
て

高
い

評
価

を
得

た
。

17

津
田

　
耕

一
19

96
通

所
作

業
施

設
の

47
歳

脳
性

小
児

ま
ひ

後
の

関
節

機
能

の
著

し
い

障
害

を
伴

う
中

程
度

域
知

的
障

害
者

男
１

-
戸

締
り

行
動

（
施

錠
、

電
源

の
始

末
、

水
道

の
始

末
）、

料
理

行
動

（
買

い
物

、
調

理
、

火
の

元
管

理
、

後
片

付
け

）

言
語

教
示

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

法
な

ど
の

プ
ロ

ン
プ

ト
、

モ
デ

ル
提

示
、

ビ
デ

オ
分

析
に

よ
る

自
己

強
化

法
等

の
パ

ッ
ケ

ー
ジ

技
法

が
用

い
ら

れ
た

。
標

的
行

動
が

２
段

階
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

に
Ｂ

Ｌ
、

介
入

第
一

段
階

、
ポ

ス
ト

テ
ス

ト
、

並
び

に
Ｂ

Ｌ
、

介
入

第
二

段
階

、
ポ

ス
ト

テ
ス

ト
で

行
動

間
多

層
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
が

組
ま

れ
た

。

２
段

階
の

標
的

行
動

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

、
戸

締
り

と
料

理
の

各
行

動
に

お
け

る
行

動
間

多
層

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

介
入

期
の

行
動

の
形

成
。

ポ
ス

ト
チ

ェ
ッ

ク
に

て
行

動
の

維
持

が
確

認
さ

れ
た

。

18

渡
辺

　
明

広
 

19
96

養
護

学
校

高
等

部
３

年
生

中
度

の
知

的
障

害
男

１
-

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

、
老

人
ホ

ー
ム

で
の

入
浴

、
清

潔
、

移
動

、
食

事
、

排
せ

つ
の

介
助

、
利

用
者

へ
の

積
極

的
な

話
し

か
け

寮
父

の
監

督
、

指
導

。
特

に
利

用
者

へ
の

声
か

け
、

利
用

者
の

自
発

的
行

動
を

待
つ

と
い

っ
た

指
示

。

自
由

記
述

に
よ

る
観

察
内

容
の

記
録

、
施

設
職

員
や

進
路

指
導

担
当

教
諭

か
ら

の
聞

き
と

り
、

文
書

に
よ

る
記

録
の

収
集

、
実

習
中

の
日

誌
。

入
浴

介
助

、
排

せ
つ

介
助

、
食

事
介

助
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

、
利

用
者

へ
の

声
か

け
を

し
な

が
ら

作
業

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
次

第
に

単
独

で
、

手
順

良
く

、
慎

重
に

作
業

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
清

掃
や

洗
濯

物
生

理
、

移
動

介
助

で
は

課
題

も
み

ら
れ

た
。
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若林：高等学校段階における発達障害生徒を対象とした職業教育の充実に資する実践研究の展望

断できる18本の論文を抽出した。なお，「行動分析
学研究」「教育心理学研究」「発達心理学研究」には
該当する論文がなかった。学術誌ごとの年代別公刊
状況は，表１に示す。
　抽出の結果から，発達障害等のある生徒や社会人
を対象として「就労」を含む「社会生活」での適応
を扱った論文（例えば，飯田，1970）は，1970年代
初頭より一定数を抽出できた。しかし，本研究が定
めた観点に基づいた，指導の枠組みや手だて，及び
その効果を検証するための方法，及び結果を示した
実践研究に該当するものは18本であった。我が国の
発達障害者の就労を扱った実践研究の少なさは先行
研究でも指摘されていたが（若林，2009），本研究
でも先行研究と同様の結果が示された。
　一方で，近年の研究の動向をみると，1996年以降
研究の数は漸増し，2011年以降では９本の実践研究
が公刊されている。職業教育は，基礎的な知識・技
能やそれらを活用する能力，仕事に向かう意欲や態
度等を育成し，専門分野と隣接する分野や関連する
分野に応用・発展可能な広がりを持つよう，実践性
を重視する必要性が指摘されている（中央教育審議
会，2011）。実践研究の数が増えている状況は，そ
のための知見を必要とする状況と関連していること
が考えられる。実際の学校現場，職場をフィールド
とする研究について高畑（2004）は，その計画立案
から困難が生じることを指摘しているが，一人一人
の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能
力や態度を育て，キャリア発達を促す「キャリア教
育」の実践を豊かなものとするために，今後もこの
領域の研究が進むことが期待される。

２．検証の方法
　各論文の内容を表２に示す。このうち，検証方法
を参照すると，大きく３つの方法が用いられてい
た。具体的には，一連の指導とその効果について
観点などを定め質的に記述する研究（朝日，2015；
藤原，2015；樋口・納富，2010；近藤・光真坊，
2006；栗原，2007；小川ら，2006；多田，2012；渡
辺，1996），標準化された質問紙尺度や検査をイン
ターンシップの事前事後に用いて，その変化から効
果を論証する研究（池田・森下・茂木・中井・井澤，

2012；石津・井澤，2011；北添・平野・寺田・泉本・
是永・上田・玉里，2015；宮崎・福永・宮崎・井
上，2014；清水・片柳・梅永，2012），効果的な支
援の枠組みや手だてを一定期間導入し，操作的に定
義された標的行動の生起頻度を記録し，量的な変化
から効果を論証するといった形で，単一事例実験計
画法の手法を適用，ないしは参考にした研究（高畑，
2004；高畑・牧野，2004；高畑・武蔵，2002；津田，
1996；山本・香美・小椋・井澤，2013）である。
　検証方法は，質的研究，量的研究のいずれも取り
上げられていた。多様な研究方法による問題への着
眼は，この領域の研究を豊かなものにするという意
味で意義深いものと考えられる。一方で，八重田

（1996）が指摘するように，研究全体を通して収集
されたデータが一定の信頼性，妥当性を満たすこと
で，体系だった理論展開を可能にすることが考えら
れる。この様な視点からは，有効な支援方法の構築
に向けて，定量的なデータを扱う実証的研究の蓄積
が今後期待される。

３．研究参加者の所属及び障害特性
　研究参加者の所属，及び障害特性ごとの内訳を表
３に示す。知的障害特別支援学校に所属する生徒の
参加を得て行われた研究（専攻科を含む）は８本
あり（藤原，2015；石津・井澤，2011；樋口・納
富，2010；清水ら，2012；高畑，2004；高畑・牧野，
2004；高畑・武蔵，2002；渡辺，1996），研究参加
者は自閉症圏の特性を有するもの18名を含め，39名
が知的障害だった。高等学校に所属する生徒の参加
を得て行われた研究は２本あり（朝日，2015；近藤・
光真坊，2006），知的能力の高い研究参加者（以下，
高機能とする）が２名，知的障害が３名だった。大
学・専門学校に所属する学生の参加を得て行われた
研究は３本あり（北添ら，2015；宮崎ら，2014；小
川ら，2006），参加者16名全員が自閉症の特性を有
していた。社会人の参加を得て行われた研究は５本
あり（池田ら，2012；栗原，2007；多田，2012；津田，
1996；山本ら，2013），自閉症圏の参加者６名を含
む高機能の参加者が21名，知的障害は19名だった。
　抽出論文うち，高等部（専攻科を含む）の実践研
究が一番多く，研究参加者のほとんどは知的障害者



－33－

国立特別支援教育総合研究所研究紀要　第44巻　2017

であった。高機能自閉症スペクトラムの生徒の参加
を得た研究（清水ら，2012）もあったが，いずれの
生徒も，障害にかかわる教育的ニーズのある生徒
だった。これに次いで，社会人の参加を得た研究
が多かったが，参加者は，通所施設利用者（津田，
1996）や就労支援を受けている者（池田ら，2012；
栗原，2007；多田，2012；山本ら，2013）だった。
以上のことから，特別支援教育や福祉サービス利用
の前提として，障害の特性や職業教育におけるニー
ズの把握を必要とする領域での研究知見は，徐々に
蓄積されていることが窺える。
　一方，これらと比べて高等学校，及び大学・専門
学校における実践研究の数は少なかった。高等学
校，及び大学・専門学校は，特別な教育的ニーズに
対応した教育課程の編成，実施が基本的には行われ
ず，障害特性を理由として，教育課程の主たる内容
に社会適応や職業教育を盛り込まない。高等部や社
会人の実践研究との比較で高等学校及び大学・専門
学校の研究が少なかったのは，この様な学校とし
ての在り方が反映していることが考えられる。し
かしながら，各学校において発達障害のある生徒，
学生の在籍は把握されており（日本学生支援機構，
2015；特別支援教育の推進に関する調査研究協力者
会議高等学校ワーキング・グループ，2009），本研
究で抽出した大学・専門学校段階の実践論文５本の
中でも，高機能の自閉症圏の参加者が16名にも上っ
ている。今回抽出された論文においても，自閉症圏
の障害特性として，求職活動や実際の就労並びに生

活の自立に必要なスキルの不足や（北添ら，2015；
宮崎ら，2014；小川ら，2006），取組に当たっての
イメージの不足（北添ら，2015；小川ら，2006）が
指摘されており，困難の克服に向けて職場体験や
実習への参加支援が行われていた。研究の成果と
しても，訓練を通して「移動」「質問」のスキル獲
得（宮崎ら，2014）や「清掃作業」の効率化（小川
ら，2006），職業と関連する自尊感情の高まり（北
添ら，2015）が報告されている。自閉症者の職場適
応上の課題については，これまでも「仕事上の意
思伝達」「仕事の機転」「対人関係」「余暇」（上岡，
2001），あるいは「言語理解能力」（梅永・前川・小
林，1991）など，特有の困難さを生じることが指摘
されている。彼らの社会適応を進めるという観点か
らは，高等学校における職業教育の指導でも，高機
能自閉症者の特性に応じた指導の在り方について，
より詳細な検討を要するといえる。
　また，高等学校段階では，障害のある生徒の自立
や社会参加に向けて，学習上又は生活上の困難を改
善・克服するための指導が実施できるよう，特別の
教育課程の編成・実施を可能とする制度の検討が
行われている（文部科学省，2014）。その中にあっ
て，知的障害のある生徒に対しては，一定の時間の
み取り出して指導するよりも，生活に結びつく実際
的・具体的な内容を継続して指導する必要性が指摘
されている（高等学校における特別支援教育の推進
に関する調査研究協力者会議，2016）。本研究では，
抽出した論文に取り上げられていた参加者のうち３

表３　研究参加者の所属及び障害特性

所　　属

特　　　　　性

合　計高　機　能 知的障害

自　閉 非自閉 自　閉 非自閉

高等部＊ 1 18 21 40

高等学校 2 3 5

大学・専門学校 16 16

社会人 6 15 1 18 40

合計 23 17 19 42 101

　＊専攻科を含む
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名に知的障害の実態があったが，いくつかの調査研
究からも，高等学校においても知的障害のある生
徒が在籍している状況が把握されている（古川ら，
2009；田部・髙橋，2010）。今後は，知的障害のあ
る生徒の実態も踏まえ，実際的・具体的な指導の在
り方を検討し，実施することも必要といえる。

４．取組への参加に当たっての配慮
　抽出論文のうち，指導を受ける前段の過程を示
している研究が３本あった（朝日，2015；北添ら，
2015；宮崎ら，2014）。具体的な取組としては，希
望者を対象としたインターンシップを計画した
際，個別の案内や説明会を設定し，参加の任意性
を保証する（北添ら，2015），インターンシップの
事前に相談機会やグループワークを設けて研究参
加者のニーズの整理や参加意思を確認する（朝日，
2015；北添ら，2015；近藤・光真坊，2006；宮崎ら，
2014；小川ら，2006），本人に応じた課題を設定す
るためにインターンシップ受け入れ先や家族とも打
ち合わせを行う（朝日，2015；北添ら，2015；小川
ら，2006），といった取り組みが挙げられている。
　杉山・高橋（1994）によれば，発達障害者が職場
で適応上の課題を生じると，過剰適応的に頑張った
結果，仕事の負荷に耐えられなくなる，就労の必要
性に関する認識に欠ける，対人的孤立を招くなど，
適応がより悪くなることが考えられている。この様
な状況を避け，自立と社会参加を支援するために
は，取組を進める前段階で自分の課題を理解し，取
組に対する前向きな参加態度を育む手続きを織り込
むことが重要といえる。本研究が抽出した論文から
は，参加者に対する説明の場の提供，参加意思の確
認，インターンシップ受け入れ先や家族との打ち合
わせ，といった過程を経て実践の有効性が検証され
ていた。このことから，取り組みを進める前段階で
の支援と効果的な実践に関連があることは十分考え
られる。柴田（2012）からは，発達障害者が就労す
る際には，障害者向けの専門支援を選択するケー
ス，障害者向けの専門支援を必要とするかわからな
いケース，障害者向けの専門支援を選ばないケース
がみられるという指摘もあるなど，意思決定まで複
雑な過程を経ることは容易に推察される。これを支

援し，職場での適応を高める指導を充実させること
は，生徒の自立や社会参加を推進することにつなが
る。一方で，本研究で抽出した論文からは，取組の
前段階の支援に関する実践の記述がごく限られてお
り，この支援と実践の関連を焦点化した検討も行わ
れていない。これを踏まえ，今後は，発達障害のあ
る生徒に職業教育を行う前段に，自分の課題を理解
し，取組に対する前向きな参加態度を育む支援を検
討することが考えられる。

５．指導内容及び指導の枠組みや手だて
（１）SST
　抽出した論文からは，実際の体験やSSTの枠組み
を適用しながら，コミュニケーションにかかわるス
キルを扱った研究が数多くみられた（朝日，2015；
樋口・納富，2010；池田ら，2012；石津・井澤，
2011；近藤・光真坊，2006；多田，2012；山本ら，
2013；渡辺，1996）。特に，SSTの枠組みを適用し
たコミュニケーションの訓練では，スキルの大切さ
に関する説明などを含んだ言語教示（石津・井澤，
2011；津田，1996），指導者による良いモデルや悪
いモデルの演示（石津・井澤，2011；樋口・納富，
2010；津田，1996），掲示物等を用いた作業の手が
かりの提示（栗原，2007；小川ら，2006；清水ら，
2012；高畑・牧野，2004；高畑・武蔵，2002；津田，
1996），課題遂行の結果を踏まえたよかった点，改
善点などのフィードバック（樋口・納富，2010；石
津・井澤，2011；北添ら，2015；高畑，2004；高畑・
牧野，2004；高畑・武蔵，2002；津田，1996）といっ
た手だてが指導に用いられていた。
　手だてのうち，手がかりを提示するバリエー
ションとしては，手順を示す掲示物の貼付（栗原，
2007；清水ら，2012；高畑・武蔵，2002），プロン
プトの提示（津田，1996），キッチンタイマー（高
畑，2004；高畑・牧野，2004；高畑・武蔵，2002），
マニュアル（宮崎ら，2014；小川ら，2006），といっ
たものが活用されていた。また，自己教示を通して
円滑な作業に取り組んだ事例もあった（高畑・牧野，
2004）。指導のニーズを的確にとらえて必要かつ達
成可能な練習課題を設定することは，効果的な指導
実践につながることを前田（2004）も指摘している。
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その様な意味において，先行研究によって効果が示
されている課題，モデルの提示や言語教示の方法と
いった手がかりを，作業中の環境に埋め込んでいく
指導は，効果を伴うことが考えられる。
　課題遂行の結果に対する強化やフィードバックの
具体例としては，業務遂行の都度に行う称賛など
のフィードバック（栗原，2007；多田，2012；高
畑・武蔵，2002；津田，1996），シール等を用いた
作業状況に対する励まし（高畑，2004；高畑・牧野，
2004），作業の手順や実施状況の一覧の活用（近藤・
光真坊，2006；樋口・納富，2010；高畑，2004；高
畑・牧野，2004；高畑・武蔵，2002；津田，1996），
ビデオ映像を用いたグループ内相互の評価や修正

（樋口・納富，2010），といった内容が取り上げられ
ていた。指導の標的となる行動に対し，肯定的に
フィードバックを与えることの重要性は論を待たな
いが，指導が行われる環境に応じて多様な実践が可
能なことを先行研究は示唆している。特に高畑・牧
野（2004）では，学校の指導で用いたチェックシー
トを実習先の指導に引き継ぎ，チェックシートを用
いた自己記録がインターンシップでも継続されてい
る。この自己記録は，作業を維持する支援として機
能する効果を示している。この様な工夫は，見方を
変えると，異なる環境においても一貫した指導が行
われることを保証することにもつながる。移行支援
の際に活用できる教材・教具の開発と併せて，引き
継ぎを通して，実施される指導の整合性（treatment 
fidelity or treatment integrity）が保たれているか
どうかを検討することで，実証性の高い，より効果
的な移行支援の実践を蓄積することにつながること
が考えられる。高等学校段階の指導が卒業後の生活
に生かされるためにも，この様な知見を参考に，更
なる実践の蓄積が求められるといえよう。
（２）体験を通した指導
　抽出した論文からは，インターンシップ（朝
日，2015；藤原，2015；北添ら，2015；近藤・光真
坊，2006；樋口・納富，2010；小川ら，2007；清水
ら，2012；多田，2012；高畑，2004；高畑・牧野，
2004；高畑・武蔵，2002；渡辺，1996），それにつ
ながる模擬的な訓練場面の設定（朝日，2015；樋口・
納富，2010；石津・井澤，2011；宮崎ら，2014；

多田，2012；高畑，2004；高畑・牧野，2004；津
田，1996；山本ら，2013）を通した実践が多数あっ
た。実践を通して取り上げられた作業種を具体的に
挙げると，ちらし折り（栗原，2007），カン・ビン
の選別作業，草取り作業（小川ら，2007），パソコ
ンでのデータ入力，封入作業，切手貼り（清水ら，
2012），おむつたたみ作業（高畑，2004；高畑・牧
野，2004），パッキング（樋口・納富，2010），箱折

（樋口・納富，2010；高畑，2004），機械の操作（高
畑・牧野，2004；高畑・武蔵，2002），老人の介助

（渡辺，1996），酪農作業，焼き菓子製造（近藤・光
真坊，2006），接客（北添ら，2015；近藤・光真坊，
2006； 栗原，2007），清掃（朝日，2015；樋口・納
富，2010；栗原，2007；小川ら，2006）といった作
業種であった。いずれの研究も，特定の作業技能の
習得，流暢化ということに限った実践ではなく，不
安の解消やエンパワメントの実現を目指す取組みと
して意義のある実践といえる。職業教育を進める上
では，地域や学校の実態，生徒の特性や進路等を考
慮しつつ行う必要があるが（中央教育審議会初等中
等教育分科会高等学校部会，2014），高等学校段階
でのこの様な指導の充実に向けて，それぞれの職種
に基づく実践が蓄積されることは，意義のあること
と考えられる。
　また，模擬的な訓練場面におけるコミュニケー
ション上の課題を扱った研究からは，模擬的な訓練
場面を単独で実施するよりも，SSTを組み合わせて
指導を行うことがより効果的な指導につながるとい
う知見もあった。山本ら（2013）は，正しい姿勢，
お辞儀，メモ，感謝，聞くときの態度，質問，客
人への対応，といったスキルを扱ったSSTをシミュ
レーション訓練の直前に行い，訓練で獲得した行動
がシミュレーション訓練場面に般化することを検証
している。様々な職種の体験自体，意義のあること
だが，それに加えて実際場面での適応を高める指導
のために，この様な知見を活かし，体験に合わせて
SSTを適用しながら適切なコミュニケーションのと
り方を指導することが考えられる。
（３）ライフスキル
　職業教育との関連としては間接的なものとなる
が，就労生活に向けて，自立した社会生活を過ごし
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ていく上で必要となるスキルを扱った研究もみられ
た。具体的には，戸締りや料理（津田，1996），余
暇活動（樋口・納富，2010），情報検索・利用スキ
ル，移動スキル，家事・身辺自立スキル，対人関係
スキル，金銭管理スキル，危機回避スキル，探索ス
キル，施設利用スキル，時間管理スキル（宮崎ら，
2014）を扱った研究があった。高等学校等におい
て，障害のある生徒の自立や社会参加を推進するた
めの指導の在り方に関する実践研究の報告（文部科
学省，2014）においても，耕作活動，清掃活動，福
祉体験，事業所の見学，インターンシップといった
卒業後の就労生活にかかわる体験的な学習が試行さ
れているほか，卒業後の就労生活に必要な学習とし
て，挨拶，電話応対，職場での質問といった個別の
スキルを取り上げた指導も行われている。特に，宮
崎ら（2014）は，シミュレーション訓練を通して学
んだ生活スキルが実際場面に般化させる課題を扱っ
ている。具体的には，地域でのシミュレーションを
通して自立生活の一部をトレーニングし，実際場面
でのスキルの獲得に加え，自己効力感の向上や不安
の低減にもつなげている。先にも指摘した通り，在
籍する生徒の実態に応じた指導を検討する際には，
発達障害，知的障害，といった実態の生徒が在籍し
ていることを踏まえ，先行研究の知見に基づき，実
際的・具体的な指導を検討することが考えられる。
（４）適応上の課題への対応
　社会生活において不適応を生じずに，就労や社会
生活を健全に営むためには，心理的安定を実現する
ため自己管理の方略を学習する必要がある。この様
な課題を踏まえ，本研究で抽出した論文において
も，ストレスマネジメントを扱っている研究（池田
ら，2012），行動上の問題の改善に取り組んだ研究

（多田，2012；高畑，2004）がみられた。
　ストレスマネジメントを内容に取り入れた実践

（池田ら，2012）では，指導場面としてグループ
ワークを設定することで，メンバー間の相互交渉を
通した理解の促進や不安の低減を達成している。生
徒の特性によってはグループワークへの参加自体に
対し，配慮という点では検討を要する。これについ
て前田（2004）は，ストレスを与えない環境づくり
のために「何も無理にしなくともよい」といった言

葉かけを進め，グループの外からの観察学習による
指導の効果を期待したり，必要に応じて集団構造を
変え，サブグループを活用したりするなど，無理な
くグループワークに参加できる手だてを提案してい
る。この様な指導を扱うことで，参加自体に課題を
生じる生徒も含め，課題に対する積極的な姿勢の形
成や，仲間からのサポートを通したキャリア発達の
促進（朝日，2015）が果たされることが考えられる。
　また，職場での不適応が生じてしまった場合に，
行動上の問題を環境や指導を調整するという視点で
解決を図っていた研究もあった（多田，2012；高
畑，2004）。これらの研究は，いずれも機能的アセ
スメント（functional assessment）という手法を援
用した実践だった。機能的アセスメントとは，周囲
にとっては問題となる行動であっても，本人にとっ
ては特定の場面や状況で機能的に働く行動として生
じていると考え，周囲の環境に変化を与えること
で解決を図るアプローチを指す（O’Neill, Horner, 
Albin, Sprague, Storey, Newton, 1997）。機能的ア
セスメントに基づく指導の計画は，多様な障害のあ
る対象や場面に適用され，それぞれの場面や状況へ
の適応を高める支援を実現している。本研究におい
て抽出された論文においても，自閉症者が職場で生
じていた大声（多田，2012；高畑，2004）や指導場
面からの飛び出し（高畑，2004）といった不適切な
行動に特定のコミュニケーション上の機能があるこ
とが推定されており，この結果から不適切な行動の
機能と等価な適切行動を指導し，職場での適応を効
果的に支援できることが示唆されている。発達障害
者としての特性との関連も考えられる行動上の問題
について，個人に原因を帰することなく，周囲の環
境やかかわる人からの刺激を調整することで解決を
図ることができれば，高等学校を卒業した後の社会
適応を目指す発達障害者に対して，合理的配慮の提
供を可能にするアプローチにもなりうる。今後も職
業教育の進捗とともに多様な行動上の問題の支援を
検討する中で，機能的アセスメントの活用や有効性
を検討することが考えられる。
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Ⅳ．総合考察

　本研究は，我が国の高等学校段階の発達障害者に
適用可能な職業教育の実践を抽出し，これまでの研
究の成果や課題を明らかにすることを目的とした文
献レビューを行った。結果より，我が国の発達障害
の就労を扱った実践研究の少なさと合わせて，自閉
症者や知的障害者の指導について，より詳細な検討
が必要であることを指摘した。これらを踏まえ，こ
の領域の研究を進めるに当たっては，高等学校にお
ける特別支援教育という文脈に適合するよう，これ
までに蓄積された高等学校の実践に沿った形で行う
ことが必要となる。特に，特殊教育から特別支援教
育への転換が図られて以降，高等学校においては発
達障害のある生徒に対して，具体的な支援の在り方
を示すためのモデル事業が行われている（文部科学
省，2008，2009，2010）。この事業を通して，ソー
シャルスキルやライフスキル，あるいは発達障害の
ある生徒の特性を踏まえたキャリア教育の実践報告
が挙がっている。これらは，総合的な学習の時間に
おいてキャリア教育に関する内容を取り上げる取組
の広がり（文部科学省，2016a）との関連性が考え
られる。さらに文部科学省（2014）は，高等学校に
おける通級の制度化に向けて「高等学校における
個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育モデル事業」
を進めており，ここで実践する多くの学校でも，こ
れまでと同様にあるいは発達障害のある生徒の特性
を踏まえたソーシャルスキルやライフスキル，ある
いはキャリア教育と関連した取組を蓄積している。
この事業で検討された指導の内容や方法は，中学校
から引き続き通級による指導を必要とする生徒や，
小・中学校等で通級による指導及び通常の学級にお
ける支援を受けなかったことにより困難を抱え続け
ている生徒に対する支援の充実に資するものとし
て，当該生徒が自立や社会参加を果たす上で必要な
ものとなる（高等学校における特別支援教育の推進
に関する調査研究協力者会議，2016）。この様な流
れを踏まえ，高等学校における実践を拡大し，その
成果や課題を蓄積することは，今後も重要といえよ
う。
　指導に関する研究を進めるに当たっては，実践の

報告にとどまらず，その効果や影響に関する実証的
な検討が，今後の高等学校における職業教育の充実
につながるといえる。この点について，本研究で
は（1）SST，（2）体験を通した指導，（3）ライフ
スキル，（4）適応上の課題への対応，の４点を取り
上げ，実践研究を実証的に進める取り組みを整理し
た。これまでわが国で行われた事業（文部科学省，
2008，2009，2010，2014）でも，高等学校段階の発
達障害生徒に対する指導の内容や手だてが挙げられ
ているが，本研究が整理した先行研究の知見は，こ
れらの実践の効果や影響を裏付けるものとなるこ
とが考えられる。発達障害のある生徒のニーズに
応じた指導は，「高等学校における個々の能力・才
能を伸ばす特別支援教育モデル事業（文部科学省，
2014）」への着手によって，高等学校の教育課程に
おける自立活動の位置付けの検討という形で展開し
ている。多くの学校では，卒業後の社会適応を高め
る指導を軸とした検討が進んでおり（文部科学省，
2016b），本研究で取り上げた実践研究の知見を活
かしながら，取り上げる内容を相互に関連付け，系
統立った指導とすることで，卒業後の適応を高める
指導となることが期待される。
　これと併せて，本研究では，それぞれの実践研究
に参加する発達障害者への配慮について取り上げ，
取組の前段階での支援と効果的な実践の関連につい
て指摘した。さらに，就労場面での適応上の課題へ
の対応に関する先行研究を取り上げ，社会適応に向
けた対応に関する研究も必要であることも触れた。
この点について，高等学校における特別支援教育の
推進に関する調査研究協力者会議（2016）は，高等
学校における通級による指導の制度化と合わせて，
集団から離れて別の活動を行うことや，自校で周囲
の目を気にしながら特別な支援を受けることといっ
た，指導を受ける生徒の自尊感情や心理的な抵抗感
に配慮する必要性を指摘している。この中で特に，
他の生徒と共に教科・科目の授業を受講できないこ
とが特別な指導を受けることへの心理的な抵抗感と
なることが挙げられており，生徒の間で，それぞれ
が主体的に様々な取組をしていることについて認め
合えるような環境整備が重要とある。これについて
は，指導の導入段階で参加する生徒の主体性に配慮
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すること，指導が進展する段階では適応に関する課
題に対応した指導も取り入れるなど，本研究により
整理した先行研究の知見を活用し，対応することが
考えられる。

Ⅴ．まとめ

　現在，社会適応に役立つ内容を高等学校で指導す
る場合，地域，学校及び生徒の実態，学科の特色
等に応じ，学校設定教科の設定，ホームルーム活
動，あるいは総合的な学習の時間での取り扱うなど
の工夫が行われている。しかし，いずれの実践も取
り扱いの時間に限りがある上，発達障害のある生徒
の実態を前提とした指導の計画を前提としていな
い。この様な中，「高等学校における個々の能力・
才能を伸ばす特別支援教育モデル事業（文部科学省，
2014）」では，効果的な取組を保証する単位数を確
保しながら，高等学校における自立活動の実践とし
て，発達障害のある生徒の特性を踏まえつつ卒業後
の適応を高める実践の在り方が検討されている。
　本研究では，この様な実践を豊かにする，実際
的・具体的な指導の在り方として，研究知見を整理
し，これまでの成果や今後の課題や検討点を詳細に
検討した。特に，研究上の課題として，研究数その
ものの少なさや，定量的データに基づく実証的研究
の必要性を指摘した。
　論文抽出において，学術雑誌選定の基準，設定し
た観点の妥当性，及び観点に照らした論文抽出の信
頼性といった，手続き上の限界はあるが，今後は，
本研究の整理を踏まえ，この領域における実践研究
がより多く蓄積されることが期待される。
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Abstract: It is important that persons with 
developmental disabilities are given practical and 
concrete guidance regarding vocational education 
during the transition period such as in the high 
school, as such individuals face difficulties in 
finding a vocation or stable employment. This 
article reviewed empirical research that identifies 
outcomes and problems regarding vocational 
education for Japanese high school students with 
developmental disabilities. The findings of this 
review were as follows. First, studies in this area 
are expected to utilize more reliable research 

methods. Especially, more studies are needed 
for the students with developmental disabilities 
that put more focus on the aspects of high-
functioning autism spectrum and intellectual 
disabilities. Also found was that before students 
with developmental disabilities receive instruction 
in classes, it is necessary to promote an active 
attitude among them.

Keywords: developmental disabilities, high 
school. vocational education, social adaptation, 
practical research.
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